
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日  村センター  12/2(月)・12/9(月)・12/16(月)・12/23(月)・12/28(土)～1/1(水)  

            1/6(月)・1/14(火)・1/20(月)～1/31(金)はメンテナンス休館 

     研修センター 12/2(月)・12/9(月)・12/16(月)・12/23(月)・12/28(土)～1/3(金) 

            1/6(月)・1/14(火)・1/20(月)・1/27(月) 

第２ ３ ４ 号 ２ ０ １ ９ 年 12月  

 発行 公益財団法人屋久島環境文化財団 電話 0997-42-2911 

屋久島里めぐり 

口永良部島 本村集落が加わりました 
 永田、吉田、一湊、宮之浦、春牧、平内、中間で行っている屋久島里めぐりに口永良部島の

本村集落が加わりました。 

  料 金 高校生以上 1,500円 中学生 1,000円 小学生 500円 

  申込先 屋久島里めぐり推進協議会  電話 0997-42-2900  または 

      えらぶ年寄り組 電話 090－5886－2537（山口） 

  見 所 （昼の本村）柴昌範氏顕彰碑、番所跡と英国館跡、金峯神社など 

      （夜の本村）校庭裏のアコウ、学校校庭でエラブオオコウモリの観察など 

 ※ 口永良部島到着後の受付もできます。 

   （語り部さんの都合によりお断りすることもありますのでご理解の上お申し込みください） 

村センター交流ホール展示 入館無料！ ！  

『口永良部島 絵画展』～子どもたちが描いた島を紹介するペンキ絵の展示～ 

期 間：12月 1日（日）～1月 12日（日）9：00～17：00 （12月 28日～1月 1日は休館）   

主 催：口永良部子供会育成会 

 

屋久島をもっと知りたくなる！ ！  

スタンプラリー  

触れる 感じる 深まる 

島内にある 3 つの施設に入館してスタン

プを集めると景品がもらえます。 

期間 12月 1日(日)～2月 29日(土) 

参加施設 屋久島環境文化村センター  

屋久杉自然館  歴史民俗資料館 

 

○日本赤十字社 基礎・救急員養成講習会 

内容：事故防止の知識や応急手当の技術取得 

期日：1月 15日(水)～17日(金) 場所：研修センター 

参加費：一般 7,000円、屋久島ガイド制度登録者 6,000円 

申込み：1月 7日(火)まで 

○屋久島ガイドセミナー 

期日：1月 30日(木)～31日(金) 

場所：研修センター 

＊ 詳細は屋久島環境文化財団の HＰ に掲載予定 

≪昆虫観察と標本づくり≫ 担当：渡邉 

1月 12日（日） 定員：１ ５ 名 

対象：小・中学生（親子での参加・学生のみの参加可） 

場所：研修センター周辺 内容：昆虫観察・標本づくり 

 

≪冬ならではの海あそび≫ 担当：中村 

1月 18日（土） 定員：２ ０ 名 

対象：小学 1年生以上（小学生は保護者同伴） 

場所：春田浜（予定） 内容：漂着物観察など 

○冬＆春の１ 日エコツアー １ ～３ 月の間に計５ 回行い，参加費は各５ ０ ０ 円 ！  

 



 

 

インストラクターだより  

「 トビウオの方言をいくつ知っていますか？ 」    福元豪士（やっくん） 

トビウオは、まさしく空を飛ぶ魚なので「飛び魚」と呼ばれ、飛行距離は数百メートルにおよぶこともありま

す。正確には、大型魚などの敵から逃れるため、水面から勢いよく空中に飛び出し、発達した胸ビレで海面か

らの上昇気流を捉えてグライダーのように滑空しています。 

屋久島では古くから「トッピョ」や「トッピー」などの方言で親しまれ、高速船の愛称にもなるほどです。そ

もそもトビウオは、暖かい海域に生息している魚で、西日本や九州、伊豆七島などでも漁獲がありますが、屋

久島の安房漁港が漁獲量日本一と言われている時期もありました。  

一口にトビウオと言っても、実は種類の多い魚で、世界に 50 種ほど生息しています。屋久島では年間を通

じて 10種以上のトビウオが漁獲 

されています。各種類に方言があ 

り、例えば、写真の上から表のよ 

うに呼ばれています。屋久島では 

身近な魚のトビウオ。トビウオの 

方言をあなたはいくつ知っていま 

したか？  

財団活動報告 

○アイランダー2019 11／23～11／24 

 全国の島々が一同に会するイベント（東京都池袋）に

参加しました。 

 移住相談や、財団グッズの販売などを行い、屋久島

と財団のさまざまな魅力を発信しました。  

○屋久島感動めぐり 11／10 

 「秋の屋久島トレッキング」を開催しました。今回は

楠川歩道トレッキングを実施。当日は天気も良く、道中

では紅葉した木々やどんぐりなど、屋久島の「秋」もた

くさん発見できました。ご参加いただいたみなさん、あり

がとうございました。 

〇屋久島子ども森のあそび 

 「秋の森 deまったりお散歩の会」11／16 

 屋久島子ども森のあそびの第 1回目を開催しました。

晴天の中、親子で森の中をゆったり歩き、見つけた森の

宝物を宝箱に詰めていきました。色採り豊かな宝箱が出

来上がりました。 

～ 屋久島環境文化村センター喫茶コーナー入居者募集 ～ 

  鹿児島県では、屋久島環境文化村センター内の喫茶コーナーの入居者を募集します。 

 １   入居場所  屋久島環境文化村センター１ 階（127.6㎡） 

  ２   所 在 地    熊毛郡屋久島町宮之浦 823番地 1 

 ３   応募締切    令和元年 12月 23日（月）まで ※当日消印有効                      

  ４   応募方法等  応募希望の方は、応募に必要な書類及び応募資格など詳しい内容を記載した「入居

者募集要領」を送付又は配布しますので、下記の問合せ先までご連絡ください。 

   問い合わせ先    鹿児島県環境林務部自然保護課自然保護係 眞邉 

                     Ｔ Ｅ Ｌ  099-286-2613  Ｆ ＡＸ  099-286-5546 

屋久島を想う  

 アテンダント 坂元 みさき 

 主人の転勤で 4月から屋久島に 

住むことになりました。それまで一 

度も屋久島に来たことがなく、知り 

合いもいなく、すごく不安な状態で 

屋久島の生活が始まりました。とりあえず、屋久島

を知るため、島を一周し、ヤクザルやヤクシカを

見ました。また、登山やカヤックやサップにも挑戦

しました。今まで経験したことのないこれらの体験

の中で、地元の皆様の優しさに触れ、自然と屋久

島の魅力に引き込まれていく自分がいました。 

 7 月から文化村センターでお世話になり、最初

は自分が勤まるか不安でしたが、お客様と一緒に

屋久島について勉強しながら楽しくお仕事させて

いただいています。屋久島の良さを知っていただ

けるよう自分の経験を活かしながら伝えていけた

らと思います。 

 通称（屋久島における方言） 正式名称 

1 アオバネ カラストビウオ 

2 アカバネ オオアカトビ 

3 シロバネ オオメナツトビ 

4 チュウチュウ ツクシトビウオ 

5 アゴ ホソトビウオ 

6 セミ アヤトビウオ 

 


